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はじめに

　愛知県建設部方針は、本県の産業や県民生活を支える社会資本の整備について、愛知県建設部

が進めていく事業・施策の方向性や取組方針を示すものである。

　本県では、2005（平成 17）年の中部国際空港開港、愛知万博開催の成果や理念を活かし、限

られた投資で最大限の効果を上げるため、概ね 10～ 20年後を見据えた地域づくりのための整備

方針として 2005 年に「建設部門の社会資本整備方針」を策定した。

　その後、世界同時不況の日本直撃による税収の減少、急速に高齢化する社会資本ストック、多

様化する県民ニーズといった社会資本を取り巻く状況の急激な変化の中、2010（平成 22）年には、

概ね 10年を見据えた上で、2015（平成 27）年までを計画期間とする「これからの社会資本整備

の考え方（建設部方針）」を策定した。

　近年、巨大地震等の自然災害リスクに対する懸念やインフラ老朽化の顕在化、また、リニア中

央新幹線が 2027（平成 39）年の東京－名古屋間の開業に向けて事業着手されるなど、社会資本

整備を取り巻く状況は刻々と変化を続けている。

　こうした状況の中、あいちビジョン 2020 を踏まえ、愛知県地域強靱化計画や第３次あいち地

震対策アクションプランなどとも連携した、2015 年度を初年度とし、2030（平成 42）年頃を展

望し、2020（平成 32）年度までを計画期間とする新しい建設部方針「愛知県建設部方針 2020」

を策定する。

＜理念＞
　地震・津波災害、風水害・土砂災害、インフラ老朽化の対策による【防御力】【保全力】とモノ

づくりあいちを支え、リニア新時代を展望したあいちの【成長力】【魅力】を強化する。

＜⽬標期間＞
　リニア開業後の 2030（平成 42）年頃を展望した 2020（平成 32）年度

＜強化すべきテーマ＞
　１【防御力】、２【保全力】、３【成長力】、４【魅力】

＜取組⽅針＞
　１１の取組方針


